
今年はコロナの第 7 波で感染者が激増したり、安部元

総理の悲劇があったり、ロシアとウクライナの戦争が勃

発したりと大変な一年になりましたね。 

これから迎える年末年始、コロナウイルス感染の爆発

的拡大も懸念されますので、感染予防対策をしっかり行

いましょう。 
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冬に車のドアに触れて「ビリッ」となったり、服を脱ぐときに「パチパチ」となった経

験はありませんか？  これは静電気の仕業です。 

静電気とは？  物質内にたまった状態の電気のことで、人間の体を含めどんな物質もす

べてプラスとマイナスの電気を持っていて、通常はプラスとマイナスの

電気量がつりあった状態になっているが、摩擦などが原因で電気量のバ

ランスが崩れたままの状態でたまった電気が「静電気」です。 

静電気が冬に多いのはなぜ？ 

        通常、体にたまった静電気は、日常生活の中で知らないうちに放電され

ていますが、水は電気を通しやすく空気中の水分が多いほど放電が進む

ので、湿度の高い夏には空気中の水分を通して放電されていますが、冬

は乾燥して空気中の水分が少ないため静電気は放電されにくくなり、ど

んどん体にたまって、金属製のドアノブなど電気が流れやすいものに触

ると、体にたまっていた静電気が一気に流れる急激な放電によって「ビ

リッ」と痛みが走るのです。 

静電気の撃退法は？ 

①部屋の加湿をする  

空気中の水分が増えれば静電気が

自然に放電しやすくなる。 

加湿器の使用・洗濯物を室内に干す。 

部屋の中に水の入ったコップを置く。 

 

 

②肌の保湿をする  不足している水分を補い、肌を保護するために保湿剤を塗る。 

お風呂上りが特におすすめ。 

医務室便り  身延山大学医務室 12 月号 

冬の『パチパチ』『ビリッ』とした痛みを撃退しよう！ 



③洗いすぎない 毎日ごしごし体を洗ってしまうと皮脂膜まで落としてし

まうことになり、かえって肌の乾燥を招く。汗をかきやす

い部分・汚れやすい部分以外は、毎日石鹼を付けて洗わな

くても問題なく、シャワーで洗い流すだけでも汚れを十分

に落とすことが出来ます。 

 

④湯船の温度は 40℃以下に 

熱いお湯につかると、皮膚を守っている皮脂膜やセラミドを

溶かしてしまい、乾燥肌の原因になります。 ま            

た、長時間お湯につかるのも同じ理由で禁物です。 

 

⑤天然繊維の衣服を身に着ける 

綿などの天然繊維の衣服を身に着けると良いでしょ            

う。天然繊維は吸湿性が高く水分を含みやすいため、静電気が

自然と放電されやすくなります。化学繊維は吸湿性が低いため

電気を逃がさず、静電気がたまりやすくなってしまいます。 

（参照 順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所所長高森建二先生監修） 

 

 

◎一万円札・五千円札・千円札にはどれも 

「ニ」、「ホ」、「ン」の印字が入っているそうです。 

さて、どこに印字されているでしょうか？ 

 

◎頭の中で数字を一つ思い浮かべてください。（０以外なら何でも OK です） 

 その数字に 3 を足して、次に 2 倍にしてください。次に 4 を引いてください、 

 次に 2 で割ってください。そして最初に考えた数字を引いてください。 

 どんな数字を当てはめても答えは同じですね❓❓❓ 

 

◎下の 9 つの点をすべて 1 回通るように、一筆書きで 4 本の直線を書いてください。 
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